
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

８月のほけんだより 

暑い夏を元気に乗り切るポイント 

令和 4年８月 5日 
社会福祉法人 今川学園 
今川学園園長 篠瀬実千代 

 
 

大量に汗をかくと、脱水

症状を起こし、熱中症の

原因にもなります。こま

めな水分補給を心がけま

しょう。 

１．水分補給 

外出時は帽子をかぶり、日

焼け止めを塗るなどの紫

外線対策も忘れずに。 

３．紫外線対策 

４．室温管理 

鼻の主な役割は 

・呼吸の時の空気の通り道としての働き 

・吸い込んだ空気の加温・加湿、細菌や有害物質など

に対しての防御 

・においを感じる感覚器 

・発声の際におとを響かせる共鳴器 

              などがあります。      

８月７日は「鼻の日」 
鼻 を た い せ つ に 

鼻かみはゆっくり片方ずつ 
 

強くいっぺんにかむと、鼓膜に圧力が

かかり、中耳炎の原因になることがあ

ります。ゆっくりと片側の鼻の穴を押さ

え、少しずつかむようにしましょう。 

鼻をほじるくせのある子は、鼻の粘膜

が弱くなり、鼻血が出やすくなります。

無意識のうちにやってしまうようなら、

寝ている間は手袋を 

するのもいいでしょう。 

鼻の異物 
 

鼻腔異物（鼻の中に異物が入ってしま
った状態）の場合、９５％が小児とい
われています。 

子どもの場合，異物が入っていること
を伝えられなかったり，いたずらして
自分で入れているため，本人は悪いこ
とをしたと思っているので黙っていた
りすることが多く，長い期間経過して
しまい，耳鼻咽喉科を受診した際見つ
かることも よくあります。 
片方の鼻だけ詰まって，悪臭のある鼻
水が出ている場合は，異物が長期間入
っている可能性があります。 
無理に取ろうとするとかえって奥に押
し込んでしまうこともあるので危険で
す 
鼻の形は複雑です。異物をみつけたら
耳鼻咽喉科へ行きましょう。 

尿検査(2歳以上)がありました 

尿検査は、腎臓（おしっこを作るところ）や膀胱（おしっこをためるところ）などに異常がないか調べ
るためにします。 
尿の検査では血液・蛋白・糖・PHを調べています。 
検査結果が疑陽性（±）、陽性（＋）であっても、一過性の場合や、問題ない場合もありますが、中に
は糸球体腎炎やネフローゼ、糖尿病などの病気が隠れている場合があります。 
尿検査で発見される病気は、自覚症状がほとんどないので、異常がある場合は必ずかかりつけ医に
相談し、再検査を受けるようにして下さい。 

 

検尿の検査で何がわかるの？ 

 


